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  No. 実習実施日 実習院生 授業名 題材・内容 
前
期 
1 6 月14 日 E 教育社会学演習 教育社会学の研究方法論 
2 6 月20 日 H 教育方法の研究※ 教育課程の編成と授業づくり 
3 7月9日 F 生徒指導概論※ 学級崩壊の予防と再生 
―無反応学級の子どもへの指導の視点― 
4 7 月12 日 J 道徳教育論※ 道徳科授業の作成―教材研究、学習指導案 
5 7 月22 日 D 教育課程論 教育課程とその編成の意義 
後
期 
6 12 月10 日 I 教育実習※ 園庭での保育を振り返ろう 
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7 12 月17 日 G 教師・保育者論※ 
教師・保育者は現場でどう成長するか？ 
―反省（省察）的実践家としての教師・保育者― 
8 1 月7日 E 教育社会学 学生の「生徒化」と大学の「学校化」 


















  ―履修院生F－ 
 
これらのメッセージから浮かびあげるのは、自身の教育実践に責任をもち、多様な視点から
地震の教師としての存在理由を問い直し、確立していく教師―このような教師を私は熟慮する
教師と呼びたい―を要請するという私の教師教育観である。 
―履修院生G― 
 
探究と発信を自らの実践の中でなそうとする「学問する教師」を私は育てたい。 
「学問する教師」とは、単に磨かれた専門的な知識と技能を有する教師のことではなく、教
育・授業・学校に関わる固有な問いをもって探究し、実践を通してその問いを問題提起し新たな価
値を生み出していくことのできる教師である。19世紀新人文主義を研究対象としてきた私にとっ
て、教師は自らが「世界の美的表現」をしなくてはらない、すなわち自己規定に即した大きな問い
に行き、その問いに生きているさまを実践の中に「刻印」し、世界に発信していく教師像だといえ
る。 
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―履修院生H― 
 
保育者養成課程において、学生にどのような保育者となってほしいか。社会的要請による
単なる人手不足の解消ではなく、子育てとは異なる保育の社会的役割や保育者の専門性を理
解し、一人の専門家として子どもの生活を支える存在に育ってほしいと考える。（中略） 
インタビューを踏まえて改めて考えても、保育者養成課程で最も保障しなければならない
のは、保育の専門家としての保育者養成である。なぜなら、資格・免許状を取得したすべて
の学生が保育職に就く可能性はある。実習生ではあるが保育者として子どもの前に立つ可能
性もある。学生の進路の選択肢を広く捉えつつも、子どもにとって大事な時期にかかわる可
能性のある学生、一定程度の専門知識を身につけつつ、保育実践における物事を複数の視点
から考えられるような授業をしたい。 
―履修院生 I― 
 
おわりに 
これまで述べてきたような教職 P の実践は、様々な方の支援があってこそ行なえるものである。
末筆ながら、運営に携わって下さった教職員の皆様、学外プラクティカムを受け入れていただいた
山口大学の熊井将太先生、福岡教育大学の樋口裕介先生、広島文教大学の白石崇人先生、広島文化
学園短期大学の黒木貴人先生、広島文化学園大学の坂越正樹先生、そして共同研究を進めるにあた
りご協力いただいた先生方・教職科目の履修生各位、運営の補助にあたった院生諸氏、そのほか多
くの方々に心より感謝申し上げたい。 
 
注 
1) 具体的には、3年間通じて次の教育課程を経る。博士課程後期1年次生は、前後学期を通じ
て、2つの授業（「教員養成学講究」と「大学教授学講究」）を履修し、教員養成制度の歴史や大学
での教授法を学ぶ。博士課程後期 2年次生は、学内（広島大学）で前学期・後学期各1回、計2回
の教壇実習に取り組み、博士課程後期 3年次生は、学外（他大学）において教壇実習に取り組む。 
教壇実習は、履修生1名に対して、教員が2～3名（指導教員1名、教育指導を担当するTA指
導教員2名）で指導にあたる。教壇実習の前後には、実習生が作成した指導案および授業の構想に
ついて議論をする事前検討会と、実習生が実施した授業について議論をする事後検討会が開かれ
る。指導案や授業をもとに議論をする中で、専門が異なる教員や履修生の授業についての考え方や
授業の見方に触れることで、多角的な授業改善が促進される場として設定されている。事前検討
会、事後検討会の後、履修生は授業の再構成、リフレクションを行なう。 
博士課程後期3年次生は、教職Pの総仕上げとして、「教職教育ポートフォリオ」を作成する。
プログラムを履修する中で、自分が何を学んだのかを振り返り、自身の「授業哲学（授業理念・教
授哲学とも）」をまとめる。彼らには「修了証書」が授与され、2019年度までに21名の修了生が
誕生した。 
